
 

 

 

「新型コロナウイルス感染症対策ＪＡグループ地域医療支援募金」の 

実施結果について 

 

令 和 ２ 年 ９ 月 1 0 日 

全国農業協同組合中央会 

 

１．取り組みの趣旨 

 昨年 12 月に中国武漢市で初めての患者が報告された新型コロナウイルス感

染症は、全世界に感染が拡大した。我が国においても多数の感染者が発生し、

４月７日には改正新型インフルエンザ等特別措置法に基づく初めての緊急事

態宣言が発出された。緊急事態宣言は５月 25 日に全面解除になったものの、

引き続き感染拡大防止に向けた対応が求められている。 

 このような状況に対し、地域医療を守るため、新型コロナウイルスの感染者

への診療対応を行っている厚生連病院への支援や今後の更なる感染拡大に備

えた感染防護具の確保など、医療従事者が安心して業務を行える環境づくりへ

の支援を目的に、ＪＡグループの組合員・役職員による支援募金活動を実施し

た。 

 

２．実施期間 

令和２年６月５日（金） から７月 27日（月）まで 

 

３．対象者 

・ＪＡグループ役職員 

 （ＪＡ全国機関､ＪＡ都道府県中央会・連合会、ＪＡ、関係団体の役職員） 

・青年組織盟友 

・女性組織メンバー 

 

４．募金総額 

100,678,831円 

 

５．募金の贈呈先等 

 ９月下旬を目途に、ＰＣＲ検査の実施件数や感染者の受入実績などの基準に

もとづき、全国厚生農業協同組合連合会の災害対策本部を通じて、各厚生連に

贈呈する。 

 

以上 


